
第１回福知山市上下水道事業経営審議会議事録
－概要版－
〇日 時：令和２年１１月５日（木）午後１時３０分から午後４時３０分
〇場 所：上下水道部庁舎　３階　３０１号室　　午後１時３０分から午後３時１０分
　　　　 段畑雨水ポンプ場
　　　　 福知山終末処理場

〇出席者（敬称略）
　　１　委員
　　　　中井　政夫　　　市民公募委員
　　　　片山　正紀　　　福知山商工会議所参与
　　　　衣川　浩行　　　福知山市商工会事務局長
　　　　小谷　充茂　　　一般社団法人長田野工業センター専務理事
　　　　森本　高夫　　　福知山市自治会長運営委員連絡協議会　安井自治会長
　　　　森田　雅子　　　福知山市連合婦人会会長
　　　　齋藤　達弘　　　福知山公立大学教授
　　　　四蔵　茂雄　　　舞鶴工業高等専門学校教授
　　　　曽和　良広　　　京都府府民環境部公営企画課課長
　　　　安田　将広　　　京都府建設交通部水環境対策課課長
　　２　事務局
　　　　今井　由紀　　　上下水道事業管理者職務代理者　上下水道部長
間島　哲哉　　　経営総務課長
細見　篤美　　　経営総務課経営改善・工事検査担当課長
　　　　藤原　謙司　　　上下水道部次長兼水道課長
横田　貴裕　　　水道課課長補佐
大槻　訓宏　　　上下水道部次長兼下水道課長
山本　英典　　　下水道課雨水対策担当課長

　　　　小牧　孝司　　　経営総務課経理係長
他　経営総務課経理係職員（３名）
　　
３　記者　　なし

　　４　傍聴者　１名
〇次第
　　１　開会

　　２　挨拶
　　３　委嘱
　　４　委員紹介
　　５　審議会趣旨説明
　　６　審議会の組織編成
　　７　経営総務課の概要説明
　　８　下水道事業の概要説明
　　９　水道事業の概要説明
　１０　次回会議日程
　１１　下水道施設の視察
　１２　閉会
〇内容
１　開　会
間島課長：　審議会ご出席へのお礼及び開会の言葉
２　挨　拶
上下水道部長：　本市では平成２７年度から２８年度にかけて経営検討委員会を設置し、料金改定等の検討を行なった経緯がございます。
しかし、その委員会が常設の組織ではなかったことから、今後は常設機関として本審議会を設置し、各種計画・ビジョンの策定・変更等、経営全般の課題等に対して、審議等をお願いしたいと思っております。
本市上下水道事業が経営戦略の基本理念である「安心・安全を未来へつなぐ上下水道」となるよう取り組んでまいりたいので委員の皆様には、本日の会議が実りある会議となるようお願い申し上げます。本日はよろしくお願いします。
３　委　嘱
上下水道部長：　委嘱状の交付
４　委員紹介
間島課長：　委員及び事務局の紹介　　「資料１　委員名簿」
５　審議会趣旨説明
細見担当課長：　「資料２　設立の趣旨」

「資料３　審議会規程」

　　　　  　　      「資料４　今年のスケジュール」
６　審議会の組織編成　　　「資料３　審議会規程」

　　　　委員の互選により、会長　齋藤委員、副会長　四蔵委員に決定
　　齋藤会長：　福知山公立大学の齋藤でございます。よろしくお願いいたします。１年位前に水道事業ビジョン策定時にお声をかけていただいて、水道事業ビジョンと下水道ビジョンの両方に関わりました。
私は経営というよりも金融が専門です。経営に関わるところは企業の財務が専門ですので、水道の効率性なり、数字から見た時の水道がどうなのかという事で、ビジョン策定に参加させていただきました。
委員の皆様もそれぞれの立場でご専門、あるいはお考えでご意見をいただきたく、是非とも実りある審議会にしていきたいと思います。よろしくお願いいたします。
四蔵副会長：　舞鶴高専の四蔵でございます。
今日、自治体が持続的な経営ということで様々な大きな課題に直面しているということで、微力ではございますけれども、お役に立てればと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。
７　経営総務課の概要説明　　　　　　　　　　　　　　
間島課長：　「資料５　経営総務課について」
　　　　　　　　　・平成２５年６月１日より上下水道部長が管理者の職務を代理しており、その部長のもとに上下水道部には経営総務課、水道課、下水道課の３つの課が配置されている。

　　　　　　　　　・水道事業の令和元年度決算について、上水道事業等包括的民間委託を導入した初めての年となった。

　　　　　・収支の状況について給水収益が昨年度比１.５％減少の１６億６,２１５万５千円となり、収入全体では３.２％減少となった。支出は全体で１.４％の減少となり、５３万９千円の純利益を計上することとなった。

　　　　　・水道事業の業務の概要に関して、給水人口は昨年度比６１５人減少し、一方で給水戸数は２５７戸増加した。水道料金については人口減少に伴い減少傾向にあり、今後は給水収益の確保が大きな課題となっている。

　　　　　・下水道事業の令和元年度決算については、今年度、令和２年５月に完成した土師排水区の段畑雨水ポンプ場建設工事を進めた。

　　　　　・収支の状況について下水道使用料が昨年度比１.８％減少の１６億
９,６８５万１千円となり、収入全体では０.４％増加となった。支出は全体で５.０％の減少となり、３億１,４６９万５千円の純利益を計上することとなった。

　　　　　・下水道事業の業務の概要に関して、水道事業同様に水洗化人口は減少傾向にあり、昨年度比２５３人の減少となった。一方で水洗化戸数は２６２戸増加した。給水収益同様に下水道使用料の確保が大きな課題となっている。

　　　　　・包括的民間委託業務に関して総括モニタリングを行ない、１００点満点中９２点で「良」の評価となった。総合的に見て、本市と受託者との日々の進捗状況の打合せ等により、概ね本市の要求水準を満たす業務が履行されたと考えている。
片山委員：　雨水処理負担金の増加と記載があるが、集中豪雨時の雨水等の処理
に関わる分は行政から負担してもらっているお金なのか。
間島課長：　ご指摘のとおりで、市の一般会計から雨水処理経費に関してこちら
で積算をし、負担金という形でいただいているものである。
８　下水道事業の概要説明　　　　　　　　　　　　　　
大槻次長：　「資料６　下水道事業について」
　　　　　        ・福知山市は公共下水道・特定環境保全公共下水道・農業集落排水施設・合併処理浄化槽の４つで処理を行なっている。
　        ・下水道の施設は、排水設備・管渠・ポンプ場・終末処理場からできている。今後は、管渠施設が９億円、鉄蓋が１億９千万円、処理場・ポンプ場が８億円の年平均１８億９千万円の投資を行ない、計画的に更新を進めていく予定である。
　　　　　        ・施設統合事業として平成２７年から２９年にかけ、農業集落排水施設を２か所廃止し、近隣にある処理施設への統合を行なった。現在、令和４年度を目標に下豊西部汚水処理場を公共下水道に取り込むための工事を現在行なっている。その後令和６年までに行積長尾汚水処理場を公共下水道へ取り込む計画で現在工事を進めているところである。
９　水道事業の概要説明　
藤原次長：　「資料７　水道事業について」
・水道のしくみについて、川や井戸から水を取水し、着水井から混和池、沈殿池、ろ過池を通り、塩素滅菌を行ない浄水池に貯める。それをポンプで汲み上げ、配水池に送り各戸に給水する流れが一般的である。
　　　　　　　　・浄水方法には、塩素消毒・緩速ろ過・急速ろ過・膜ろ過の大きく　　　４つの方法がある。本市には緩速ろ過が１６か所、急速ろ過が　　　４か所、膜ろ過が５か所設置されている。
　　　　　・今後は、施設の更新のため管路４億円、構造物４.５億円の年平均　　８.５億円の投資を行ない、計画的に更新を行なっていく予定である。
片山委員：　下荒河浄水場は比較的低い土地にあるが、どこか高い配水池に水を
もって上がるのか。

藤原次長：　下荒河浄水場についてはポンプアップを行ない、神谷配水池に一旦
貯留してから、できるだけ自然圧でかしの木台方面等に送水している。市内には１０６か所２４２槽の配水池を設けて、配水池からは自然圧で送る方法で給水している。

曽和委員：　上水道と簡易水道を統合した際に水道料金を統一したという理解で
よいか。

藤原次長：  １つの会計として経営を行うために統一した。
片山委員：　広域化は大きな検討のファクターになると思うが、府内の事例等あ
れば紹介いただきたい。
齋藤会長：　第２回審議会で事務局から事例紹介をお願いしたい。
１０　次回会議日程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
細見担当課長： 次回会議日程について
　　　　 １１月２６日（木）１３時３０分～
１１　下水道施設の視察（段畑雨水ポンプ場・福知山終末処理場）　　
大槻次長：　「資料８　視察用資料」
ポンプ場の能力や役割、終末処理場での処理工程等について現場
説明
１２　閉会

午後３時１０分から午後４時３０分
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